
 

 

 

「チョーク一本」 

副 校 長   矢 部  明 美 

学校で使われるもの                              

学校で子供たちの生活のために使われるものが数多くあります。ボール、ビーカー、楽器、地球儀等、様々

なジャンルの教具が使われています。そして、それぞれの教室には必ず黒板があり、チョークが使われます。

最近は、パソコンと直結した電子黒板などが導入されていますが、授業の中で大きな役割を果たしているのは、

黒板とチョークです。以前、チョークメーカーの方からお話を伺いました。 

ダストレス・チョーク 

 本校でも一部で使用しているダストレス・チョークを生産している、大山泰弘会長が経営する日本理科学工

業は、従業員の７０％が障がいのある方々です。その会社に、今から５０年ほど前、近くにあった東京都立青

鳥養護学校（現青鳥特別支援学校）から、「来年２名の生徒が卒業する。施設に入る前に、せめて一度だけで

も働く経験をさせてやりたい。」と申し出があったことから、この取り組みを始めた、と大山会長は言います。 

生徒の働きぶり 

 ２名の生徒は、字も読めず、数もわからない状況にありながら、毎日実習に通います。昼休みに鳴るベルの

意味が何なのかもわからないまま働いています。しかし、大山会長はある時、この生徒たちが会社に来る時に

信号を必ず守って通ってくることに気付きます。そして、従業員からの『作業がとても丁寧ですよ。』という

声を耳にします。２人は少しずつ仕事にも慣れ、色分けされた材料やおもりを使った計量の仕事を任されるよ

うになります。天秤ばかりで釣り合えば 

OKです。 

導師の言葉から 

 ここから日本理科学工業は、障がい者を雇

用するようになりました。それは、大山会長

が出かけたある法要の席で出会った、導師か

ら次のようなことを教わったからでもあり

ました。   

「人間の究極の幸せは、一、愛されること二、

褒められること、三、人の役に立つこと、四、

人の役に立つこと、です。福祉施設で大事に

面倒を見てもらうことが幸せではなく、働い

て役に立つ会社が人間を幸せにするので

す。」 

人の役に立つことを幸せに感じ、それを喜

べる人をつくることが、教育です。

 

いのちと心の授業について 

             人権教育担当  沢田 恭一  

 ２月１３日（土）の公開授業で４年生が「いのちと心の授

業」を行います。子供たちが、かけがえのないいのちを大切

にする心を育み、生きることの素晴らしさを実感できるよう

にすることを目的にしています。また、命は自分だけのもの

なのではなく、皆で支え合っていることに気付かせていきた

いと考えています。 

公開授業後の４校時には、千駄木ルームで助産師の牧野好

恵先生による「いのちを通して親子のきずなを深める」の講

演を行います。ご多用のことと思いますが、ぜひご出席いた

だきたいと思います。 

       

日本の伝統・文化の良さを発信する 
能力・態度の育成授業について 

        日本文化の教育担当  渡辺 渓子 

今年度の取組みとして「日本の伝統・文化の良さを発信す

る能力・態度の育成授業」があります。専門の講師の方を招

いた集会や授業を行っています。 

「邦楽鑑賞教室」では、箏や尺八の奏者の方を招き、体育

館で生演奏を聴きました。さらに、４年生が文林中学校の先

生に和楽器を教わり、実際に演奏する体験もしています。 

「書き初め練習」では、お習字の専門の先生を招き、席書

会へむけて、書くときの姿勢やだるま筆の使い方など丁寧に

教わりました。 

これらの集会や授業を、都立高校の外国語教諭と一緒に受

け、お互いに感想を述べ合い交流を行っています。

 
２ 月 号 （ 第 ３ ３ ５ 号 ）  

平成２８年１月２９日発行 

文 京 区 立 千 駄 木 小 学 校 

千駄木の自然  寒い朝、校内の植え込みや花壇などで、 

「霜柱」  無数の細い氷の針が整列しています。 

気温０℃以下で、地表の水分が凍ります。暖かい土の中で、

地中の水分が毛細管現象により地表に引き寄せられ、地表近

くで凍り、それまで地表にあった氷を押し上げます。これを

繰り返します。地面近くで整列の様子を見てください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

日 曜 諸行事 

１ 月 
４時間授業 

研究授業（４－２）５校時 

２ 火  

３ 水 代表委員会 

４ 木 児童集会 

５ 金  

６ 土  

７ 日  

８ 月 読み聞かせ 

９ 火 委員会活動 

10 水 安全指導日 Ｂ時程 ４時間授業 

11 木 建国記念の日 

12 金 薬物乱用防止教室６年 

13 土 
土曜公開授業 Ｂ時程 ４時間授業 

いのちと心の授業４年 

14 日  

15 月  

16 火 
避難訓練 6-1卒業お祝い給食 

クラブ活動(３年クラブ見学) 

17 水 
クラブ発表集会  

代表委員会 

18 木 クラブ発表集会 

19 金 6-2卒業お祝い給食 

20 土 ＰＴＡ資源回収 

21 日  

22 月 6-3卒業お祝い給食 

23 火  

24 水 たてわり班遊び 

25 木 音楽朝会 6-4卒業お祝い給食 

26 金 
６年生を送る会 

お別れ給食会 

27 土  

28 日  

29 月  
２月の生活目標 

★体をきたえましょう。 
・薄着で頑張りましょう。 

・うがい手洗いをしましょう。 

・外に出て元気よく遊びましょう。 

・廊下や階段では、静かに右側を歩きましょう。 

スクールカウンセラー来校日 

岩渕 匡彦さん  ★毎週水・金曜日 

山本 久子さん  ★８（月）・１５（月） 

２２（月）・２９（月） 

 

～はじめていっぱい 楽しい 3年生！！～ 
 ３年生は、理科・社会・総合的な学習の時間・毛筆など、初めての学

習をたくさんしてきました。どの学習にも、やる気まんまんで取り組んで

います。 

 

 
 今年度から交流を始めた秋田県の仙南小学校に向け、ポスターを作

りました。総合的な学習の時間で秋田県や仙南小学校について調べ、

国語でポスター制作について話し合いをしました。相手を意識した話し

方や書き表し方を考えるようになった子が多く、成長を感じる活動となり

ました。 

 1 月 12 日の交流会では、3 年生が司会やポスター紹介の役割を担

い、仙南小学校のみなさんを歓迎しました。 

  
 

 

 

 

 だるま筆や長い下敷きなど、初めての道具を使って書くことを子供た

ちはとても楽しみにしていました。 

 12 月 17 日には講師の島田先生に教えていただき、元気よく大きな字

を書くように頑張りました。1月 14日の席書会では、凛とした空気を作り

出し、集中して書くことができました。1 学期から練習してきた始筆や終

筆、字のバランスなども意識できたように思います。 

  
 

 

 

 

仙南小学校交流集会 

書き初め 


